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卑
ら
祈
る
所
は

工
法
興
隆

国
土
姜
穏除 久 所

諾
災
消

皆
様

の
健
康
と
無
事
を
念
じ
、
あ
わ
せ
て

本
年
の
ご
多
幸
を
む
よ
り
祈
り
上
げ
ま
す

仏
紀

ニ
ユ
え

二
年

邦
暦
今
わ
八
年
虎
日

脅
暦

二
〇

二
六
年

ま



０
乙

雪
が
ち
ら

つ
く
よ
う
に
な
り
、
今
年
も
年

の

瀬
が
近
づ

い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

前
回
は
配
属
さ
れ
た
部
署

「
直
歳
寮
」
に

つ

い
て
で
し
た
。
今
回
は

「
成
道
会
摂
心
」
に

つ

い
て
で
す
．

お
釈
迦
様
は
現
イ
ン
ド
の
ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ
、
ネ
ー

ラ
ン
ジ
ャ
ー
河
の
ほ
と
り

の
菩
提
樹

の
も
と
で

坐
禅
を
修
行
さ
れ
、
明
け
の
明
星
が
輝
く
夜
明

け
に
お
悟
り
を
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
こ

の
日
を
現
在

の
暦
で
十
二
月
八
日
と
し
、
各
お

寺

で

「
成
道
会
」
と
し
て
、
お
釈
迦
様

の
お
悟

り
を
記
念
す
る
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。

特
に
曹
洞
宗
を
含
む
禅
宗

で
は
、
成
道
会

に

ち
な

み
十

二
月

一
日
か
ら
八
日

の
夜
明
け

に

か
け

て
、
昼
夜
を
通
し

て
坐
禅
を
修
行
す

る

「
摂
心
」
が
勤
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「成
道
会

摂
心
」
あ
る
い
は

「
臆
八
摂
心
」

（膿
八
…
十
二

月
八
日
の
こ
と
）
と

い
い
ま
す
。

成
道
会
摂
心

の
期
間
中

の
永
平
寺
は
、
作
務

な
ど
日
常

の
行
事
が
控
え
ら
れ
、
僧
堂

で
の
坐

禅
が
す
べ
て
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
毎
日
朝
昼

晩

の
法
要
は
普
段
は
法
堂

・
仏
殿
と

い
う
建
物

で
行
わ
れ
ま
す
が
、
摂
心
期
間
中
は
坐
禅
を
崩

さ
ず
、
そ
の
ま
ま
僧
堂
で
お
勤
め
し
ま
す
〔）
参

拝
者

の
方
は
普
段
と
同
じ
よ
う
に
お
参
り
で
き

ま
す
が
、
期
間
中
は
僧
堂
に
近
づ
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
参
拝
者
対
応

・
食
事

の
準
備

・
境

内

の
最
低
限

の
作
務
と

い
っ
た
、
必
要
不
可
欠

の
務
め
を
行
う
最
低
限
の
人
員
以
外
は
、
み
な

僧
堂
で
坐
禅
に
励
む
の
で
す
．

坐
禅
に
は
毎
日
親
し
ん
で
い
る
修
行
僧
で
す

が
、　
一
日
中
八
日
間
と
い
う
長
さ
は
、
特
に

一
年

目
の
修
行
僧
に
と

っ
て
未
知
数
の
体
験
（）
一
日
中

坐

っ
て
い
る
日
常
は

い
つ
も
以
上
に
刺
激
が
な

く
、
募
る
足
の
痛
み
と
し
も
や
け
も
手
伝

っ
て
、

同
じ
部
署
の
仲
間
の
回
数
は
減
る
ば
か
り
。
つ
い

に
は
ア
マ
ロ
は
坐
禅
中
に
三
匹
虫
が
前
を
通

っ
た
」

と
言

っ
て
盛
り
上
が
る
始
末
．
お
釈
迦
様
の
尊

い

禅
定
の
境
地
に
は
程
遠
い
よ
う
で
す
．

七
日
日
は
夜
通
し
僧
堂
で
坐
禅
を
行
じ
、
午

前
二
時
頃
に
お
釈
迦
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
仏
殿

に
て
成
道
会

の
法
要
が
営
ま
れ
、
八
日
日
の
夜

明
け
を
も

つ
て
成
道
会
が
終
わ
り
ま
す
。
法
要

を
終
え

て
外
に
出
る
と
、
空
は
朝
焼
け
―
で
は

な
く
、
深
夜

の
満
天
の
星
空
．

い
つ
も
と
同
じ

時
間
に
参
拝
者
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
早
く
終

わ
る
ん
だ
な
…
と
思

い
至
り

つ
つ
、
お
釈
迦
様

の
ご
覧
に
な

っ
た
と

い
う
明
け

の
明
星
は
ど
れ

ほ
ど
輝

い
て
い
た
の
か
な
、
と
思

い
を
は
せ
る

の
で
し
た
。



０
０

欅和雛
度
薇
鵞
鐵
鶴
畠
桑
憲
詠
汰
合

、
熊
不

一笏
　
・軒　
義
・
―

‐
令
和
七
年
十
黒
風
十
風
曰
　
於

パ
ル
セ
飯
坂

墨

梅
花
流
福
島
県
奉
詠
大
会
が
福
島
市

の
パ

ル
セ
飯
坂
に
お

い
て
十
月
二
十
二
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
長
秀
院

・
仲
興
寺
両
講
と
も

に
参

加
し
登
壇
奉
詠
を
お

つ
と
め
致
し
ま
し
た
．

ま
た
秀
憲
副
住
職
も
昨
年
度
よ
り
、
運
営

ス

タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
お
り
県
内
も
山
内

も
梅
花
大
会

の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

本
年
は
大
会
奉
詠

の
重
要
な
お
役
で
あ
る

「
詠

題
」
「
詠
頭
」
の
お
役
を
頂
き
、
丹
治
敏
子
氏
、

丹
治
み
き
氏
に
ご
担
当
頂
き
、
大
変
有
難

い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
関
係
各
位
か

ら
立
派
な
ご
奉
詠
で
あ

っ
た
と
お
誉
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
今
後
も
ご
詠
道

に
は
げ
ま
れ
ま
す

よ
う
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

島
県
華主催

薔

洞

宗

福

島

県

苺

‘一曖

長秀院講

轟
県
奉
詠
大
会

主
催

冒
洞
宗
福
島
県
宗
務
所

仲興寺講

一十

二
日

″



(4)

ｒ
ご
注
意
を
お
願
い
致
し
ま
す

上

で
の
大
変
化
を
迎
え
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。

何
卒
早
朝

や
夕
方

の

一
人
で
の
お
墓

詣
り
等
、
充
分
に
気
を

つ
け
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
の
朝
、
梅
花
流
福
島

県
奉
詠
大
会

の
参
加
各
位
の
見
送
り
の

た
め
駐
車
場
に
い
る
と
、
浅
川
中
沢
の

佐
藤
成
治
氏
が
来
山
さ
れ
、
「
熊

の
親

子
三
匹
が
地
域
内
を
歩

い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
気
を

つ
け
て
１
」
と
叫
ぶ
よ
う

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
令
和
七

年

の
秋
は
熊
出
没
の
大
騒
動
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
野
生
動
物
と
人
間
の
関

係
性
が
明
ら
か
に
変
化
し
た
こ
と
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
十
二
月
十
二
日
発
表
の
令
和

七
年

の
漢
字
が

「
熊
」
、

い
か
に
全
国

的
な
問
題
か
と

い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま

す
。
冬
眠
す
る
の
か
否
か
を
含
め
て
、

大
き
な
環
境

の
変
化
、
人
間
が
生
き
る

長
秀
院
檀
徒
の
黒
岩

我
妻
恵
華
氏
に

お
か
れ
て
は
、
日
本
最
高
峰
の
公
募
展

で
あ
る
日
展

「
書
」

の
部
門

の
入
選
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
父
で
あ
る
高
野
先
生

の

も
と
弟
子
師
匠
と
し
て
精
進
さ
れ
、
今

回

「
書
」

の
象
書
部
門
で
の
令
和
七
年

度

の
入
選
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に

名
誉
な
こ
と
で
す
。
我
妻
恵
華
先
生

の

益
々
の
ご
活
躍
を
念
じ
上
げ



(5)

長
秀
院
に
お
い
て
令
和
七
年
十
二
月
六
日

に
先
代
憲

一
大
和
尚
十
七
回
忌
、
祖
母
渡
辺

ミ
ノ
の
五
十
回
忌
法
要
を
お

つ
と
め
い
た
し

ま
し
た
。
先
代
は
本
来
な
ら
三
年
前
、
祖
母

に
お

い
て
は
昨
年

の
法
要

で
あ
り
ま
し
た

が
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
令
和
七
年

の
法
要

と
し
て
修
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
祖
母
の
五
十
回
忌
は
、
そ
の
顔
や
姿
、

声
や
言
葉
を
覚
え
て
い
て
下
さ
る
方
々
も
少

な
く
な
り
、
五
十
回
忌
と

い
う
重
み
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
お
陰
を
忘
れ
ず
、
山
門
の

さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
つ
と
め
て
ま

い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（住
職
十
九
世
祥
文
拝
記
）

先
住
Ｓ
（■
■
一
一ζ
）‐‐‐‐

ミ
ι
一
キ
友
苺

蜜
下
Ч
意
）

な
れ
七
年―‐
‐十
一一
啓
．六
肇

午
後
〓
集
一〓
キ
奔
一
灘
優
一

常光寺大方丈様、円通寺大方丈様、好国寺大方丈様のご導

師のもと、ご寺院様方、役員様、梅花講各位、そして渡辺家

親族のもと法要が修行されました。



マ
ス
ク
着
用
に
て
、
係
の
誘
導
に
従

っ
て
下
さ
い
。

誘
導
に
従

っ
て
撞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

俊
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鰤
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瘍鰤下辱12

除夜の鐘

甲

午後 11時 30分打出し

行

事

案

内

★
長

秀

院

十
二
月
三
十

一
日
　
午
後
十

一
時
三
十
分

除
夜
の
鐘
打
出
し

元
日
一　
午
前
零
時
三
十
分

元
朝
祈
祷

★
仲

皿
（
寺

元
日
一　
午
後

一
時

元
朝
祈
祷

以
降

一
月
中
、
年
始
回
礼

今

和

七

年

↑
δ

二
五
）

今

わ

六

年

↑
δ

二
四
）

今

和

二

年

（
一
δ

二
〇
）

平
成
二
十
六
年

（二
〇

一
四
）

平
成
二
十
二
年

（二
〇

一
〇
）

平
成
十
六
年

（二
〇
〇
四
）

平
成
十
二
年

（二
〇
〇
〇
）

平

成

六

年

（
一
九
九
四
）

平

成

一
一
年

（
一
九
九
〇
）

昭
わ
二
十
二
年

（
一
九
七
セ
）

昭

和

二

年

（
一
九
二
七
）

明

治

十

年

（
一
人
セ
七
）

丈

政

十

年

（
一
人
二
七
）

安

永

六

年

（
一
セ
セ
セ
）

享
保
十
二
年

（
一
七
二
セ
）

延

宝

五

年

（
一
六
七
セ
）

寛

水ヽ

四

年

（
一
六
二
セ
）

年
頭
回
礼
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な

く
な

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ

る
お
宅
も

で
て
ま

い
り
ま
す

の
で
、

何
卒
宜

し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま

す
。

お

ね

が

い

年
始
回
礼
中
は
不
在
と
な
り

ま
す
。
ご
相
談
等
の
場
合
は
ご
来

山
前
に
確
認
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

一
月

忌

三

回

忌

七

回

忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

廿
三
回
忌

廿
七
回
忌

舟
三
回
忌

舟
七
回
忌

五
十
回
忌

百

回

忌

百
五
十
回
忌

二
百
回
忌

二
百
五
十
回
忌

三
百
回
忌

三
百
五
十
回
忌

四
百
回
忌

年

回

正

当

年
回
正
当

の
ほ
と
け
様
方

の
ご

命
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
．
ま

た
、
ご
連
絡
と
貼
り
出
し
を
ご

覧
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い

た
し
ま
す
。


